
 
 
 
 

 

平
成
十
六
年
度
各
会
計
決
算
や
平
成
十
七 

 
 
 
 

年
度
補
正
予
算
、
市
営
国
領
団
地
請
負
契
約 

 
 
 
 

な
ど
審
議
。 

 
 
 
 

議
会
に
「
行
財
政
調
査
特
別
委
員
会
」
や
「
政 

 
 
 
  

治
倫
理
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

  

九
月
定
例
市
議
会
（
第
七
回
丹
波
市
議
会
）
は
、 

 
 
 

 
 
 
 
 

九
月
七
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
二
十
日
間
の
会 

 
 
 
 

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計 

 
 
 
 

及
び
特
別
会
計
決
算
、
平
成
十
七
年
度
補
正
予
算
、 

 
 
 
 

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
条
例
な
ど
条
例
制 

定
や
条
例
・
規
約
の
一
部
改
正
、
請
負
契
約
の
締
結
、
市
有
財

産
の
無
償
譲
渡
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
三
十
四
議
案
、

認
定
十
五
件
と
専
決
承
認
二
件
、
同
意
三
件
、
議
員
提
出
議
案

二
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
一
般
質
問
は
今
回
か
ら
各
会
派
の
代
表
質
問
と
個
人

質
問
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
代
表
質

問
に
西
本
議
員
、
個
人
質
問
に
広
瀬
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。 

 

各
議
案
等
は
一
部
を
除
き
担
当
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
二
十
六
日
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
採
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 平

成
十
六
年
度
決
算
審
査 

 
 

合
併
か
け
込
み
建
設
事
業
が
約
１
０
０
億
円
・
・
・ 

新
市
の
財
政
困
難
に
大
き
く
影
響 

―
― 

 

 
 
 
 

（
日
本
共
産
党
議
員
団
は
一
般
会
計
決
算
に
反
対
） 

 

決
算
特
別
委
員
と
し
て
奮
闘
し
た
広
瀬
憲
一
議
員
は
、
本
会
議

で
の
決
算
認
定
の
採
決
に
あ
た
り
、
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

平
成
十
六
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、
昨
年
６
町
合
併
後
の
十
一
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五
ヶ
月
間
の
決
算
額
で
、
特
徴
は
、
国
の
三

位
一
体
改
革
で
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
も
と
で
、
大
部
分
は
旧
町
か

ら
の
継
続
事
業
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
普
通
建
設
事
業
費
が
、
約

百
億
円
近
く
に
も
の
ぼ
り
、
う
ち
一
般
財
源
の
充
当
額
（約
４
０
億
円
）は
、

こ
こ
数
年
の
２
倍
近
い
額
に
な
っ
て
い
る
。
一
定
住
民
の
要
求
に
そ
っ
た
も
の

も
あ
る
が
大
半
は
、
無
計
画･

無
調
整
な
旧
町
の
持
ち
込
み
事
業
は
、
合

併
後
の
財
政
困
難
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。  

 

そ
の
ほ
か
、
一
般
と
特
別
会
計
合
わ
せ
て
１
０
６
０
億
円
の
起
債
（借
金
）

残
高
、
さ
ら
に
、
歳
入
で
も
各
会
計
あ
わ
せ
て
約
１
０
億
円
を
超
え
る
未

収
金
や
滞
納
金
な
ど
も
合
併
後
の
財
政
硬
直
化
の
要
因
に
な
っ
て
い
る 

 

行
財
政
の
見
直
し･

改
革
は
、
本
来
住
民
の
福
祉
や
く
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
入
札
制
度
の
見
直
し
、
委
託
料
や
需
用
費
の
見
直
し
な
ど
ム
ダ
を
省

き
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
今
「事
務
事
業
一
元

化
」
の
名
の
も
と
で
旧
町
の
優
れ
た
福
祉
施
策
を
切
捨
て
、
切
実
な
住
民

要
求
を
抑
え
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
は
、
展
望
の
な
い
合
併
市
の
ス
タ
ー
ト

で
は
な
い
か
。 

                         

入
札
制
度
検
討
委
員
会
を
早
急
に
立
上
げ
る
・・・ 

 

公
正
な
競
争
性
確
保
な
ど 

 
 
 
 
 

入
札
制
度
の
抜
本
改
革
を
要
求
―
西
本
議
員 

 
 
 
 

 
 

―
市
営
住
宅
国
領
団
地
入
札
「
談
合
情
報
」
問
題
― 

  

あ
る
新
聞
社
か
ら
市
営
住
宅
国
領
団
地
建
設
工
事
の
入
札
「談
合
情

報
」が
、
市
の
事
業
管
理
課
に
入
り
、
入
札
が
延
期
さ
れ
た
問
題
で
、
日
本

共
産
党
の
西
本
議
員
は
、
総
務
常
任
委
員
会
や
本
会
議
（９
月
８
日
）の
請

負
契
約
審
議
で
、
市
当
局
の
具
体
的
な
対
応
や
入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。 

こ
の
「情
報
」
は
、
わ
が
党
議
員
団
に
も
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
指
摘
さ
れ
た
業
者
名
は
、
今
回
の
落
札
業
者
と
一
致
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。   

 

 
 

市
当
局
は
、
一
旦
入
札
を
延
期
し
、
県
の
「談
合
情
報
対 

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
沿
っ
て
、
「談
合
情
報
」の
詳
細
を
調
査
、
ま 

た
各
指
名
業
者
か
ら
事
情
聴
取
な
ど
行
い
、
「誓
約
書
」を 

取
り
「談
合
の
疑
い
な
し
」と
判
断
、
そ
の
ま
ま
八
月
三
十
日 

に
入
札
執
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。  

 

  

西
本
議
員
は
、
「疑
惑
を
持
た
れ
た
以
上
、
指
名
業
者
の 

入
れ
替
え
や
追
加
な
ど
何
ら
か
の
手
は
打
つ
べ
き
で
な
い
か 

」「延
期
さ
れ
た
入
札
結
果
は
、
一
回
目
不
調
で
、
二
回
目 

で
落
札
し
た
が
、
各
入
札
額
の
開
き
や
順
序
は
、
一
回
目
と 

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
」こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（裏
面
に
つ
づ
く
） 

９月定例市議会報告 



 
西
本
議
員
は
、
こ
の
中
で
、
丹
波
市
に
な
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
「指
名
競

争
入
札
」方
式
で
、
予
定
価
格
が
億
円
単
位
の
落
札
結
果
を
調
べ
て
み
る

と
そ
の
＊
落
札
率
は
、
予
定
価
格
の
９
５
％
以
上
と
い
う
の
が
大
半
で
、
今

回
の
場
合
の
落
札
率
は
９
８
・４
％
で
、
限
り
な
く
予
定
価
格
に
近
い
金
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
大
部
分
は
、
落
札
し
た
そ
の
一
社
の
み
が
予

定
価
格
以
下
に
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
各
社
入
札
金
額
も
等
間
隔
が

多
い
こ
と
な
ど
常
識
で
は
「お
か
し
い
な
」
と
疑
う
問
題
が
多
く
あ
る
こ
と

を
具
体
的
に
指
摘
し
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
明
石
市
な
ど
で
も
「郵
便
入
札
」と
い
う
制
限
つ
き
一
般
競
争
入

札
の
導
入
な
ど
入
札
制
度
の
改
革
に
取
り
組
み
、
年
間
二
十
四
億
円
も
の

予
算
を
節
約
し
た
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
、
公
正
な
競
争
性
の
確
保
に
よ
り

予
算
の
節
約
に
な
り
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
も
有
効
で
な
い
か
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
永
井
技
監
は
、
「談
合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
市
独
自

に
作
る
」
こ
と
や
「入
札
制
度
の
見
直
し
に
内
部
検
討
委
員
会
を
早
急
に

立
ち
上
げ
、
年
度
内
を
目
途
に
方
向
を
出
す
」こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

市
営
住
宅
国
領
団
地
建
設
工
事
（
春
日
町
国
領
地
内
） 

 

・
工
期: 

平
成
１
８
年
３
月
２
４
日
ま
で 

 

・
契
約
金
額
（
税
込
）:

三
九
九,

０
０
０,

０
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
予
定
価
格: 

四
〇
五,

三
〇
〇,

〇
〇
〇
円
） 

 

・
契
約
相
手:

（
株
）
吉
住
工
務
店
（
春
日
町
黒
井
） 

 

・
戸
数:

二
十
三
戸
、
集
会
所
一
戸 

 

・
間
取
り:

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

 

そ
の
他
駐
車
場
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
治
倫
理
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
も
「
議
員
倫
理
条
例
」（
案
）
を
提
起 

  

９
月
定
例
議
会
最
終
日
に
、
議
会
運
営
委
員
長
の
足
立
正
典
議
員
を

提
出
者
に
広
瀬
憲
一
議
員
な
ど
各
会
派
４
名
の
賛
成
者
で
、「
政
治
倫
理

調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
特
別
委
員
会
は
、「
設
置
の
目
的
」
を
「
丹
波
市
議
会
議
員
を
は

じ
め
市
政
に
携
わ
る
も
の
は･･

（
略
）･･

地
位
に
よ
る
影
響
力
を
不
正

に
行
使
し
て
、
自
己
の
利
益
を
図
る
こ
と
の
な
い
よ
う
市
民
の
信
頼
に

応
え
、
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
、

倫
理
の
向
上
・
資
質
の
向
上
等
の
調
査
研
究
を
行
う
」
と
し
て
、
そ
の

「
倫
理
規
定
」
を
制
定
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
れ
よ
り
先
の
８
月
１
８
日
に
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
山
本
議

長
と
足
立
議
会
運
営
委
員
長
に
、「
丹
波
市
議
会
議
員
倫
理
条
例
」
制
定

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

施
設
か
ら
退
所
や 

 
 
 
 
 

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
減
の
事
態
に
！ 

 

十
月
か
ら
介
護
保
険
法
の
改
悪
で
施
設
の
給
食･

居
住
費

を
全
額
自
己
負
担
・
・
・ 

 

市
の
介
護
保
険
特
別
会
計
を
減
額
補
正
・
・
・
党
議
員
団

が
市
独
自
の
軽
減
措
置
を
求
め
る
（
反
対
討
論
） 

 
 

十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保
険
改
悪
で
、
施
設
入
所
者
の
給
食
費

と
居
住
費
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
９
月
議
会
で 

市
の
介
護
保
険
特

別
会
計
（保
険
事
業
勘
定
）の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
来
年
三
月
末
ま
で
予

算
化
し
て
い
た
「介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
」の
う
ち
、
施
設
介
護
に
か
か
わ

る
１
億
９
千
１
５
０
万
円
を
減
額
補
正
す
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表
し
て
反
対
討
論
に
た
っ
た
、
西
本
議
員
は
、

「
こ
の
改
悪
は
、
国
の
財
政
負
担
を
抑
制
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
。
受
難
者

に
負
担
を
強
い
る
も
の
で
、
社
会
保
障
の
本
来
の
姿
か
ら
も
不
適
切
」と
国

の
対
応
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
「こ
の
ま
ま
で
は
、
お
金
持

ち
し
か
施
設
に
入
れ
な
く
な
り
、
施
設
か
ら
の
退
所
や
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
減
ら
す
事
態
に
な
り
か
ね
ず
、
市
は
、
国
の
補
足
給
付
の
適
用
緩
和
や

法
人
減
免
見
直
し
を
踏
ま
え
市
独
自
の
減
免･

救
済
制
度
を
緊
急
に
と
る

よ
う
に
」求
め
ま
し
た
。
（左
の
表
は
「厚
生
労
働
省
の
パ
ン
フ
」か
ら
転
載
） 

 
 

                          

＊
代
表
質
問
や
一
般
質
問
等
は
、次
号
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
落
札
率
と
は
、
入
札
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
そ
の
工
事
の
予 

定
価
格
と
そ
の
金
額
以
下
で
落
札
し
た
金
額
と
の
割
合
を
い
い
ま
す 

「公
正
な
競
争
性
」と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
、 

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 


